新資料 山村暮鳥『虹とさくらんぼ』序文原稿および関連資料(暮鳥会寄贈図書)・翻刻と解説 by 竹本 寛秋 et al.
新資
料 山
村暮
鳥
『虹
とさ
くら
んぼ
』序文
原稿お
よび
関
連資料
（暮
鳥
会寄
贈資料
）
・翻
刻と
解説 
竹本 
寛
秋 
本自
筆資料は、
山
村
暮
鳥夫
人土田
冨士
氏の旧
居解体
の際
に、
新
たに見
つか
り暮
鳥会に寄
贈され
たも
ので
あ
る。
本稿で
は、
『虹とさ
くら
んぼ
』の
序文
原稿および
編
集指示書、
ハガ
キ、
トビ
ラ
原
稿など
関
連資料を
翻
刻し、 
資料
とし
て示す。 
『虹
とさ
くらんぼ
』は、
山
村
暮
鳥を
選者とし「
児
童の
模範作
品
・童
謡
自由詩
」を
示すこ
とを
企図し
た
本で
ある。
茨
城県教
育
会が
発行し
てい
た
雑
誌『
課外の
友 
旭
』 の掲載作を、
山
村
暮
鳥が更に
厳選し、
それに
加え
て「
いば
ら
き新
聞
」掲
載の
童謡
（選
者・
森田
妻の
秋）を
併
せて一冊
とし
た
こ
とが「
序文
」から
読み
取
れ
る。
指
示書
など
を
見
る限
り、
出
版の最終
段階
まで
進んで
い
たと考えら
れ
るが、
現存す
る
刊行
物は
確
認で
きな
い
た
め、
実
際に
刊行され
たか
は
不
明であ
る。 
『課
外の
友 旭
』は
茨城県教育
会
が大
正一一
年
四
月に
創刊し
た児
童雑
誌であ
る。
前半
が読み
物、
後半
が児童投
稿作品で
構
成さ
れ、
「綴り方、
図 
マ
マ 
画、
童謡、
短歌、
俳句、
自由
研究、
何で
も
？
」の
投書を
募
集し
てい
る。 
『旭
』大
正一三
年三
月号
の「
編
集室から
」には、
「童謡
が
動揺し
て来
た
のを
嘆い
て、
山
村
先生は
近
く標準
童
謡、
模範
童謡
集を
出
す
そうで喜）
と
あ
り、
『虹
とさ
くら
んぼ
』を
指す
と推測で
きる。
山
村暮
鳥自身も大
正
一三
年五
月、
「い
ま自分も
某県
教育
会の嘱
託を
うけ
て、
それ［「
童謡界
」の「
危  
機
」を
救い
出
す
こと 
引
用者注
］に
着手し
てを
り
ま島）
と記し
てい
る
o 
これら
記述か
ら、
大
正一三
年三
月以降
編
集作
業が
続けら
れてい
たこ
とが
わか
る。
ただし、
暮
鳥は
大
正一三
年
一二
月に
没し
てお
り、
その
ために
刊
行が頓
挫し
た可
能
性もあ
る。 
茨
城県教
育
会は、
明治
四
一年、
茨
城県
の教
員の
研修
・研究
団
体が
大同
団
結し
て
発足し
た教育
団体で
ある。
雑
誌『茨
城教育
』を
発行し、
また、 
講
習会の開
催など
を
通し
て
茨城県の
教
員の資質
向上を
めざ
すことを
目的
に
掲げ、
現
在
まで
活
動を
続け
てい
る。
その
茨
城県教育
会の 
『創立百
周年
記
念誌 茨
城県教育
会『」
には
『虹
とさ
くらんぼ
』
刊行に
つ
い
ての
記
述は
ない。 
『虹
とさ
くら
んぼ
』 の
編
集・
刊行に
おい
て、
中
心的
役
割を
果たし
たと
みら
れ
る人
物が
長岡
裏で
あ
る。
彼は
『旭
』編
集局の
一員で
あ
り、
『旭
』誌
上で、
「長岡北
斗
」「
北
斗
星
」の
筆
名で短歌、
童謡
の選
者をし
てい
るほか、 
自作
の童
謡や
小文も
掲載し
てい
る。
彼は
また、
山
村暮
鳥・
横瀬夜雨
・野
口雨
情監
修
の雑
誌『
郷土
』（
水戸
・郷土
芸術社
発行）に
も
詩を
掲載し
てお
り、
水戸を
拠点
とし
て
活
動し
た詩
人・教育関
係者であ
るこ
とがわか電
森田
麦の
秋は
茨城を
拠
点
とし
て活
動し
た詩
人・歌
人
（のち、
茨城県
八
原村村
会
議員、
村
長、
教
育
委
員長など
歴任）であ
り、
「郷土
童
謡集
」と銘
打
たれ
た
『夢
くば
り
』（学
芸
研究
社 
大
正一二
年四
月）で
は山
村暮
鳥が序
を
書
くなど、
暮
鳥と
の交
流
がみら
れ示恒 
先
述し
た
『旭
』大
正一三
年三
月号「
編
集｛至から
」が指摘
する「
童
謡が
動揺し
て
来
た
」という
言葉
が
示す事
態
とは、
大
正一
一年以降
『常
総新聞
』 
を
舞
台に
繰り広げ
ら
れ
た野
口雨
情
と横
瀬夜雨
の
論争
と、
それに
伴う
茨城
県教
員の
作文
指
導方
針の
混乱
と考えら
れ
る。 
一 
一 暮鳥は
大正一三
年五
月の 『揺笹
置に「
純真、
無
邪気、
快活、
健康、
堅 
・判読不
明のも
のは
■で
示し
た。 
実、
か
う云うも
のの
片鱗でもあ
り
ますか。
あの
セン
チ
メン
タリズ
ムと
都 
・抹
消部分は
記載し
た上で取
消線（
ー）を
記し
た。 
会
病、
小
細工、
粉
飾、
ど
こに
この大自然の
愛や
力のおもかげ
でもあ
り
ま ・挿入
部分は
［］内に
記し
た。
語
句の入れ替え
に
つい
ても同
様に
処 
すか。
でなけ
ればし
み
つたれ
た端唄もど
きの亡国歌だ。
／こんな
こ
とな 
理し
た。 
ら、
あ
の単
調な
小学
唱歌の
方
がど
んなに
いいか
とおもは
れ
る
までにな
っ 
・複数枚に渡
る場
合、
原稿
用紙
の区
切り目は 
7
」で
示し
た。 
たい
まの
童謡
界 ど
うか、
し
つか
りやつて、
この
危機から
それを
援ひ 
・文
の開始前の
原稿
用紙空行は
反映し
たが、
終
了後の空
行は
削除し
た。 
出し
て
くだ
さい。
／お互
いの
使
命で
す。
／い
ま自分も
某県教育
会の嘱託 
を
うけ
て、
それに着手し
てを
り
ま土
『〕
と述べている
o
『揺
藍
』は、
岡山県 国山村暮鳥、
長岡
裏宛ハガキ 
で安藤源吾
が出し
ていた詩
と童謡の雑
誌で
あ
り、
この時
期、
暮鳥が「
都 
〈官製一銭五
厘は
が
き 消印なし 
ペン
〉 
会
」との対立、
「大自然
」との関
係に
おいて童謡運
動の
意義を考え
ていた 水戸市 
こ
とがわか
る。
「都会病
」という
言葉は
同時
期の書
簡など
にもみら
れ、
「都 仲町 
農工
側 
会病はか
うも
う
とやら
には
い
つて丙
るんだ。
」「
一東京のために、
日
本全 
長岡裏
様 
土を
吸ひ枯らし
てし
まふがいい
」と「
土を忘
れたひとび
と（
『）
に対
する批 
判が語ら
れ
てい
る。 
「虹
とさ
くらんぼ
」の
原稿大
々至急 お送
り 
本資料は、
暮鳥の童謡観
が示された資料であ
る
と共に、
茨城の文芸界 
くだ
さい。 
すぐ
また、
お返しし
ますが。 
それ
とも 
と山村
暮鳥の関わ
りを
示す資料
といえ
る。 
お写し
にな
つてお
くつて
くだ
す
つ
ても
いい。 
それ 
本資料を
含め
た新出資料に
つい
ては、
拙稿「
山村暮
鳥の自筆資料をめ 
なら
それで
原稿紙（ あ
の
とほ
りに か
い
て
くだ
さい。 
ぐ
つ
て ー草
稿、
創作
ノート、
説教
メモー
」（『
日本近代文学
旨弟九一一
集平 
いづれにし
ろ大
々々至急 
たのみ
ます。 
成二
七年五
月）も併
せて参照され
たい。 
な で
？ 
それは
お目にか
s
つては
なし
ます。 
イソ
ハマに
て 
凡
例 山村生 
・
漢字は
可
能な限
り原稿の
字体に
従っ
た。
旧仮
名遣いは
その
ままとし
た。 
・
注
記事項は
〈〉内に
記し
た。 
国長岡裏
宛編集指示書 
〈かげ
や
ま製
原稿
用紙 
赤罫 縦二
〇
横一〇 ペン
〉 
図 
長岡さん その
後例のも
のはど
ん
な運び
にな
つて丙
ま 
すか。 表紙の
字を
封入し
まし
た。
長女にかか
せ 
たも
のです。 
トビ
ラの裏（ か
うなら
べ
て
くだ
さい。
［あ
の中
（
］作曲家を
入れ
る 
ので
す 
申装 
禎 南 薫造 
音楽学
校教
授 
作 曲 
牛山 
充 
表紙の
字 
土
田
玲子 
国
長岡裏
宛編
集指示書 
〈松屋製
原稿
用紙 
セピ
ア罫 縦二
〇横二
〇 
ン 
（注
1
）「 
」は
肩書の
省略を
示すと考えら
れ
る
o
同の
資料に対し、 
「作曲
者
」を
挿入し
た際の
イメージ
を
伝え
るため
の
記
述とみら
れ
る。 
（注
2
）本
原稿
用紙には、
四行
目に
言
及のあ
る「
表紙
の字
」に
当たる
と
みら
れ
る「
虹
とさ
くら
んぼ
」題字（暮
鳥の娘、
土田玲
子氏筆）が
糊付け
され
てい
る（図） 
［
一行アキ
］ 
終
りに 
ここに
ーふで
録し
てお
きたいの 
は、
「旭
」の編輯［、
］
長岡北
斗星
氏のか
くれ
たる熱 
意とお
骨折
とであ
り
ます。
も
・k
lt
れ
が表小
ふ十 
北ホル
→走あ止
中［それに
よ
つて］、
この
本もか
うし
て日の
光のなか
にで
あ 
ワら
れ
るように
な
つたので。
］ 
この表紙
の字は
凸
版にし
て
くだ
さ
い 
四 たふ
mル牛 
昨
夜は
失礼 
おか
（
りに
な
ると［すぐ
］
妻に注
意さ
れ
まし
た、 
ああし
て一生
懸
命な
長岡さん
のお
名前すら 
その本には
い 
れな
小
】てない 
とい
ふのは 
よ
くない 
よ
くない
と 
な
るほど 
さうでし
たね、 
いか
に あな
たが獲
刊署
名人 
にな
れば
と
て 
ではど
うか 
この 右の一文を
私の序の
後に
つけ
て
くだ
さ
い。 
〇視学
が序文をか
い
て
くれ
たら
私
のは 
巻
尾にし
ませう 
〇南君の絵は
破棄し
な
いで 
くだ
さい 
使
用ず
みにな
つても 
（注
1
）ロの
後に、
長岡
裏（の
謝辞を
K
れ
るこ
とを
指
示す
るもの
o
編纂
主
体は
茨城県教
育
会の
ため、
教
育
行政
官が序を
書い
た場合には
自序を
巻
尾に
まわす
こ
とを
指
示し
ている。 
（注
2
）「
南君
」は
装丁の
南薫造を
指す
とみら
れ
る。 
図編集指示書 
〈かげ
や
ま製
原稿
用紙 赤罫 縦二
〇
横一〇 
ペン
〉 
（注
）
国か
ら
国
までの
資料
には、
上
部、
下
部に共
通す
る汚
れ、
粘
着
テー 
プ
跡があ
り、
これら
がひ
と
まとめに
され
ていたこ
と
が分か
る。
国から
国
までの
綴じ
穴は
右上に
二
つで
あ
り、
国以降
と
異な
る
o
ロの注
も併
せ
て参
照さ
れたい。 
国
『虹
とさ
くら
んぼ
』トビ
ラ
原稿 
〈松
屋製
原稿
用紙 
セピ
ア罫 縦二
〇横二
〇 ペン
〉 
茨城懸教
育
曾編纂 
山
村暮
鳥撰擬
森田妻
の
秋撰 
虹と
さ
くら
んぼ 
（見童の
摸範作
品・
童謡自
由詩
） 
帝展
審査員 
装慎
の書 
南 薫造 
［作 曲
熱学校 
牛山 充
］ 
磯演校尋 
表紙の
字 土
田
玲子 
茨
城懸教
育
曾編纂 
山
村暮
鳥撰 
森田
妻の
秋撰 
虹と
さ
くら
んぼ 
（見
童の
摸範作品・童謡自由詩） 
それこ
そ日本はじ
まつてのことで、
わ
が
茨城
懸のご
と
きは全園
中で
も
その最も
傑出し
たも
ので
す。
責に、
うれし
いことです， 
そし
て
ま
た、
これは
現下の
見童教育に
とつて、 
一
つの
すこぶ
る重要
な
意義をも
つものでな
くてはな
り
ません。 だ
が、
か
なし
いことにはか
うし
てさか
んに
な
つて
くると、
それが
とご
とによ
いもの
と
ば
か
りかぎ
らぬ
ように
な
るので
す。
不純な
も
の
がい
りこ
むのです。
その結果は、
優れたも
のと、
さ
うでな
いもの
との見分け
がつかな
く
な
るので
す。 
そ［こ
］れ
［こ
］に
危険
があ
り
ます。 
その危険
とは、
いふ
までもな
く、
う
つ
くし 
い純粋
無垢な
感情［
性］をど
ろみづのように
濁すこ 
（注
）「
作 曲
」の行は
行間に
挿入。
また、
「音楽畢
校教
授
」は
字
の
太
さなど
の質の違
いから、
後の書
き入
れ
とみら
れ
る
o
コ
の注を
参照
o 
同『虹
とさ
くら
んぼ
』表紙
原稿 
〈松
屋製原稿
用紙（推定
） 
セピ
ア罫 縦
二
〇横
二
〇 十行目以降
欠損
ペン
〉 
とです。 
自分
がこの
仕事を
よろ
こんでひ
きうけ 
たのも、
まつた
くか
うし
たとこ に
その
［貴
い］使
命
を
感じ
たから
のこ
とでし
た。 
ロ『虹とさ
くら
んぼ
』序文
原稿 
〈松屋製
原稿用紙 
セピ
ア罫 縦二
〇横二
〇 ぺ」
ヒ 
撰
者とし
て。
山村
暮
鳥［
5
号
〈「
山村
暮
鳥
」文字全体（の
指定
乙 
童謡［や
子ど
もの
自由詩
］がたい
そうさか
んに
なつて
き
まし
た。 
自分は
選者
とし
て、
まづ、
懸教
育
曾の雑誌 
「旭
」の既
刊全
部に
十［ひ
と
］わ
た
り目を
とほし
まし
た。 
それから、
そこ（あ
つ
まつた津山
の寄
稿にむ 
五 
か
ひ
まし
た。
嵩から
いふなら、
それは
一脊
負 
ひもあ
るほど
の作
品で
せう
が、
それら
の中か 
ら
僅
々数
十
篇を
えら
みだ
すの
すら
自分には
容 
易な
ことでは
あ
り
ませんでし
た。 
い
くたび
うんざ
りし
て
腕を
組んだか
工叩ふ
『曲
・［し
れ］ 
ません。 
とはい
（、
これだからど
うし
ても
や
りとげ 
な
くては
な
中
［ら
］な
い。
か
う
おも
つて手に
残
つた 
も
のを
み
ると、
すぐ
れたもの
のた
ふ
とい
理
由 
がは
つ
きりと
解
轟・解
り
まし
た。
敷
こ
そす
くな 
い
が、
みよ、
それら
がみな
こ
とご
と
く賓
石の 
ように
光つてカ
るで
はあ
り
ませんか。 
自
分は、
し
かし
ーさ
つの可
愛い
本とす
るた 
めに
もうすこし
作
品を
ほし
くおもひ
まし
た。 
で、
そのこ
とをいば
ら
き新
聞の
童謡選
者で
あ 
る森田妻の
秋さんには
なし
たら、
そちら
で
も 
おなじ
選
集の計書十‘
［まで
］あ
つたのだ
さ
うですが
［、
］ 
それでもさ
つそ
くこころ
よ
く承
詰し
て
くだ
す 
つ
て、
すでにあ
つめら
れ
た幾
百
の
秀作の
うち 
から、
さら
に
巌撰し
たも
のを
お
くつ
て
くだ
す 
つたのです。 
それら
が天上
の星
のよ
うな
一粒
選
りの
逸
品  
であ
るのは
い
ふ
までもあ
り
ません。 
自分は
うれし
くつてうれし
くつてた
まら
ず［、
］ 
それと自
分の選
稿とを
ふ
ところにし
ては
二日 
も
三
日も、
ひ
まさえあ
ると、
申
目白
や鶴
のな 
い
て丙
る裏の
松山を
うろ
つ
きまは
つてすごし 
まし
た。 
この
仕事に
手をだし
た
ことによ
つて、
自
分 
ははじ
め
て、
ほん
とう
の書〈ご
ん
べんを書
きか
け
て削除、
「詩
」と書
くつ
も
りだっ
たか
〉
［、
］天
成の詩未
［人
間］にあ
つ 
たも
ので
す。
ああ、
なん
とい
つても
子ど
も
た
ちば
か
りが生
れな
がら
の立派
な曲
人由叩詩
人で
はあ
り
ませんか。 
自分はか
（すが（すも、
それを
うれし
くお
も
ひ
ます。 
磯演止
→‘ 
山
柑歯奄血
加 
（注
1
）末
尾「
磯演に
て／山
村暮
鳥
」の
削除は、
国で
指示し
た文
を
末
尾
に
追
加す
ることに
伴う
修正と考えら
れ
る。 
（注
2
）
国か
ら
ロの
資料は、
綴じ
穴
が右上に
ーつ、
右中
央に
大冊を
綴る
ため
の穴
が二
つあ
る
o
国から
ロに
つい
ては、
『虹とさ
くら
んぼ
』 の
本文 
原稿（暮鳥選の童
謡自
由詩、
森田
麦
の
秋選の
童謡
自由詩
）
と共に
綴じ
ら
れ
ていたと考えら
れ
る。
右上
綴じ
穴は、
本資料
が土田
冨士
氏に
返
却され
た
後、
図から
ロの資料を
一括し
て
綴じ
る
ために
開けら
れた
とみら
れる。 
注 
了） 
『旭
』本文の
引
用は、
茨城県教
育
会編
集『
創立百
周年記
念誌 
茨城
県教
育
会』（社
団法
人茨
城県教
育
会 平
成二年一一
月）五
十頁によ
る。 
(2）山
村
暮鳥「
明るか
れ
」（『揺
龍置大
正一三
年五
月 引
用は
『山
村暮
鳥
全
集 第
四巻
』（筑
摩書房 平
成二
年四
月）六
二七頁
よ
り） 
(3
）
前掲書、
『創立百
周年記念
誌 茨城県教
育
会』 
（と
茨城県
教育
委
員会・茨城文化団体
連合編『
茨城の文
学
史
』（茨
城県教
育
委員会・茨城文
化団体
連合 昭
和五十
年
十
月）二
四六ー二四
八頁。 
(5」 「
『夢
くば
り』序
」（森田
麦の
秋『夢
くば
り』学
芸研究
社 大正
一一一
年四
月 引
用は
『山
村暮鳥全
集 第四巻
』六二
ニー六二三頁よ
り） 
(6」
前掲、
山
村暮
鳥「
明るか
れ
」 
7
）山村暮
鳥、
大正一二年
一〇
月吉野
義
也宛書
簡（
引
用は
『山
村
暮鳥全
集 第四
巻
』七四九頁よ
り） 
附
記 資料
調査、
本文作
成に関し
て、
暮
鳥会の
加倉井東
氏、
浅井
敦氏の協
力と貴
重な
助言
を得
た。
記し
て謝
意を示し
たい。
本研究は
』の『の科研費
（課
題番号
】
26370 
26
1
）の
助成を
受け
た成果の一
部であ
る。 
（二
〇一五年
九
月二十
日
受理
） 
七 
